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戦
時
中
は
、沿
線
の
軍
需
工
場
の
通

勤
客
で
超
満
員
と
な
り
、戦
後
も
最
盛

期
の
昭
和
二
十
六
年
に
は
一
日
平
均
八

万
人
を
記
録
し
ま
し
た
。芦
屋
に
は「
芦

屋
川
」・「
芦
屋
駅
前
」・「
山
打
出
」の
三

つ
の
駅
が
あ
り
ま
し
た
。昭
和
四
十
年

　

昭
和
二
年
の
国
道
２
号
開
通
と
と
も

に
、阪
神
国
道
電
車
が
営
業
を
開
始
し

ま
し
た
。　

西
野
田
か
ら
東
神
戸
間
、約

二
十
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
結
ぶ
路
線
を

走
り
、多
く
の
人
々
に
親
し
ま
れ
て
き

ま
し
た
。
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「
永
保
橋
」と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。

　

上
の
写
真
は
、国
道　

号
の
工
事
着

43

手
前
の
も
の
で
す
。左
上
に
は
バ
ス
の

「
芦
屋
川
」停
留
所
が
見
え
ま
す
。

　

旧
国
道（
浜
街
道
）の
ル
ー
ト
を
整
備

し
、交
通
量
を
緩
や
か
に
す
る
た
め
、国

道
２
号
に
続
き
、国
道　

号
が
昭
和
三

43

十
八
年
開
通
し
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
っ

て
、芦
屋
川
に
架
か
っ
て
い
た
永
保
橋

は
取
り
壊
さ
れ
、芦
屋
川
橋
と
し
て
生

ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
名
は
、今
も
バ
ス
の
停
留
所
名

�

�

�

�

�

�

�
�

�

�

�

��

����

　

阪
急
電
車
が
走
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、大
正
九
年
で
す
。

　

開
通
と
同
時
に
芦
屋
川
駅
が
開
設
さ

れ
、周
辺
も
住
宅
地
と
し
て
発
展
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。駅
周
辺
の
商
店

街
は
、山
手
商
店
街
と
呼
ば
れ
て
い
ま

し
た
が
、今
は
山
手
サ
ン
モ
ー
ル
と
名

前
を
変
え
て
い
ま
す
。

　

阪
急
芦
屋
川
駅
は
今
の
よ
う
に
電
車

と
車
の
立
体
交
差（
昭
和
三
十
四
年
完

成
）で
は
な
く
、踏
切
が
設
置
さ
れ
電
車

と
車
が
通
っ
て
い
ま
し
た
。駅
の
北
側

に
あ
る
桜
橋
は
、阪
急
電
車
の
鉄
橋
の

そ
ば
に
架
か
っ
て
い
ま
し
た
。
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旧
桜
橋
の
橋
脚
は
、芦
屋
川
の
川
床

に
今
も
残
っ
て
い
ま
す
。こ
の
付
近
は
、

谷
崎
潤
一
郎
の
小
説『
細
雪
』の
舞
台
と

な
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、そ
の
横
の
石
碑
は
交
通
安
全

を
願
い
、大
正
十
四
年
に
立
て
ら
れ
た

も
の
で
、現
在
、浜
芦
屋
町
に
移
さ
れ
て

い
ま
す
。
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代
後
半
の
一
・
二
区
間
の
乗
車
料
金
は
三

十
円
と
バ
ス
の
料
金
よ
り
も
割
安
で
し

た
。し
か
し
、大
阪
万
国
博
覧
会
開
催
以

後
、自
動
車
の
交
通
量
が
増
え
る
一
方
、

電
車
の
乗
客
数
が
少
な
く
な
り
、昭
和
四

十
九
年
に
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
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